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大 会 役 員  
会 長 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会会長   白石弥生子 
副 会 長 東京都オリンピック・パラリンピック準備局長  潮田 勉 
  公益社団法人東京都障害者スポーツ協会副会長  市川 健一 
     〃     尾崎 眞幸 
     〃     佐々木桃子 
役 員 東京都オリンピック・パラリンピック準備局次長  延與 桂

  東京都オリンピック・パラリンピック準備局パラリンピック部長 
          越 秀幸 
  東京都オリンピック・パラリンピック準備局障害者スポーツ担当部長 
          加藤 みほ 

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会顧問  
磯部 成文 古平 光市 林 正男 吉田 力男 
足立 房夫 矢内 信夫 中野 英則 

  公益社団法人東京都障害者スポーツ協会専務理事  菊地 和則 
  公益社団法人東京都障害者スポーツ協会理事 
    江木ひかり 小西 慶一 後藤 邦夫 齊木 博 
    渡辺 真也 安川 雄二 阿部 正幸 粟野 達人  
    植田 敏郎 櫻井 京子 柴﨑 正次 福島 博 
    加藤 みほ 関 亙 平塚 雄二 細川 孝雄 

葭原 滋男 
中山陽洋(監事)     小林 秀樹(監事) 

  東京都オリンピック・パラリンピック準備局パラリンピック部 
障害者スポーツ課長    上山亜紀子 

  東京都オリンピック・パラリンピック準備局パラリンピック部 
競技担当課長     千葉 伸一 

 

実 行 委 員  
実行委員長 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会副会長  市川 健一 
副実行委員長 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会専務理事  菊地 和則 
実 行 委 員 江木ひかり 齊木 博 植田 敏郎 小関 直樹 髙野 昌明 
  三浦 卓也 岡澤 政子 井上 實 矢内 信夫 池田 修二 
  石飛 了一 新井由希枝 長尾 英治 平塚 雄二 小嶋 隆司 
  大槻 昭久 井上 一仁 多智 利枝 髙橋 春雄 和西 努 
  瀬川 聖美 高山真理子 武川 博音 村松 重太 井田 智之 

 瀬上 健司   小峰 久美   市川 大貴   持永 洋貴 花崎 公平 
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第２０回全国障害者スポーツ大会東京都選手団の概要 
 

１ 東京都選手団の概要（予定）

派遣人数：総数４０４名（選手２８９名 ／ 役員１１５名） ※人数はすべて予定

① 個人競技：１３２名（役員７５名）

陸上競技 ６４名 ／ 水泳 １９名 ／ アーチェリー ４名／卓球 ２１名／

フライングディスク １６名 ／ ボウリング ８名

② 団体競技：１５７名 （役員４０名）

バスケットボール（男子） １２名／ バスケットボール（女子） １２名／

車いすバスケットボール １２名／ グランドソフトボール １５名／

ソフトボール１５名／バレーボール（身体・男子） １２名／

バレーボール（身体・女子） １２名／バレーボール（知的・男子） １２名／

バレーボール（知的・女子） １２名／バレーボール（精神） １２名／

サッカー １６名／ フットベースボール １５名

２ 東京都選手団日程（予定）

結団式 令和２年 １０月７日（水）

派遣期間及び内容 １０月２２日（木）集合・出発

２３日（金）公式練習・監督者会議

２４日（土）開会式・競技

２５日（日）競技

２６日（月）競技・閉会式

２７日（火）帰京

３ 「燃ゆる感動かごしま大会」 概要

〔開閉会式〕 白波スタジアム（県立鴨池陸上競技場）

〔個人競技〕

陸上競技 白波スタジアム（県立鴨池陸上競技場）

水泳 鴨池公園水泳プール

アーチェリー 鹿児島ふれあいスポーツランド

卓球（ＳＴＴ） 鹿児島アリーナ

フライングディスク 県立サッカー・ラグビー場

ボウリング サンライトゾーン

〔団体競技〕

バスケットボール 始良市総合運動公園体育館

車いすバスケットボール いちき串木野市総合体育館

ソフトボール 知覧平和公園多目的球場

フットベースボール 知覧平和公園陸上競技場

グランドソフトボール 開聞総合グラウンド

バレーボール 身 桜島総合体育館

バレーボール 知 桜島総合体育館

バレーボール 精 平和公園串良平和アリーナ

サッカー 国分運動公園陸上競技場
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１　業務内容

２　配置一覧
〔駒沢会場〕 配置員

日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

５月２３日(土)
５月２４日(日)

駒沢オリンピック公
園総合運動場
陸上競技場

９７２名 各日２名

５月２３日（土） 屋内球技場 ４７名 １名
５月２３日（土） 軟式野球場 ２０名 １名
５月２４日(日)
５月３１日(日)

補助競技場
第二球技場

２８名 各日２名

５月３０日(土)
陸上競技場
補助競技場

５３２名 ３名

５月３０日（土） 屋内球技場 １６名 １名

〔国立市会場〕 配置員

日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

５月１７日(日)
多摩障害者

スポーツセンター
６０名 １名

５月２３日(土)
５月２４日(日)

多摩障害者
スポーツセンター

３２４名 各日１名

　
〔練馬区会場〕 配置員

日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

５月１７日(日)
光が丘公園
野球場

３０名 １名

〔港区会場〕 配置員

日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

５月２４日(日) 東京ポートボウル ２２９名 １名

５月２３日（土）
５月２４日（日）

港区
スポーツセンター

２３９名 各日１名

〔北・板橋区会場〕　配置員

日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

５月１７日(日)
東京都障害者総合
スポーツセンター

２０名 １名

５月２３日(土)
５月２４日(日)
５月３０日（土）
５月３１日（日）

志村学園　体育館

板橋区立小豆沢体育館
８０名 各日１名

水泳

小嶋隆司（ＩＤバ連）、金塚敏行（ＩＤバ連）

ボッチャ 佐藤　広之
加藤　貴行
三澤　朋子
石井　映幸

矢内信夫（東身卓連）、持永洋貴（協会）

井上實（都障水連）
実　施　競　技

　　　　　②　各会場に、救護係を配置し、緊急時に備える。
　　　　　③　各会場には、応急処置用の救急バッグ等を準備する。
　　　　　　　　　（消毒液、カットバン、包帯、湿布薬、テーピング類等）

アーチェリー

藤井幹一郎（東知ソ部）、瀬上健司（協会）
実　施　競　技

３　留意点
　　　　　①　迅速な初期対応を心掛けるが、その程度を超える場合は、各事務所を通じ、救急車の手配

　　　　　③　練馬区会場 大会競技本部より救急患者対応依頼。（救急車要請）

　　　　　⑤　板橋・北区会場 大会競技本部より救急患者対応依頼。（救急車要請）

４　救急病院

　　　　　②　国立市会場 事務所より救急患者対応依頼。（救急車要請）

　　　　　④　港区会場 大会競技本部より救急患者対応依頼。（救急車要請）

　　　　　①　駒沢会場

　　　　　　　及び病院への診断治療要請する。

実　施　競　技

後藤邦夫（協会）、石飛了一(東知ボ連)

ボウリング

卓球
（身体・精神・知的部門）

サウンドテーブルテニス

陸上競技（知的部門）
フライングディスク

フットベースボール

サッカー

バレーボール

実　施　競　技

医療体制

　　　　　各会場の、選手・ボランティア・引率付添者・観戦応援者・来賓・役員等一切の参加者の、怪我や発病の訴えに
　　　　対する初期治療及び緊急症状の救急対応にあたる。また、緊急事態発生時の救護に当たる。

市川健一（協会）、菊地和則(協会)、村松重太（協会）、井田智之（協会）、岡澤政子（東知陸連）
大槻昭久（東知フ部）、平塚雄二〈東知バ部〉、長尾英治(東知サ連)

国立病院機構東京医療センターに救急患者対応依頼。
玉川消防署に救急車の要請。

陸上競技
（身体・精神部門）

新井由希枝（東身ア協）、市川大貴（協会）

実　施　競　技

バスケットボール

ソフトボール

齋藤豊（協会）、矢本敏実（協会）、小峰久美（協会）
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協会シンボルマークの紹介

 
平成１５年全国より公募し、小学生から高齢者の方、 

また多種多様な職業の方から１４１名(２２４点)の 
応募があり、障害者スポーツの認知度が全国的に広 
がっていることを実感しました。 
「障害のある人の生涯スポーツがますます発展して 
いくもの、障害者のスポーツ振興を図る中心となる 
協会をイメージしたもの」という選考規定に基づき 
審査委員会での白熱した審査の結果、兵庫県の福田 
大介さんの作品を大賞に決定しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

大会メダルと作者の紹介

 
 

協会シンボルマーク

 
 

デデザザイインンココンンセセププトト  
このマークは障害者のためのスポーツとい
う枠にとらわれず、スポーツの楽しさや躍
動感を表現、一人の選手が大空に向かって
大地を蹴り、鳥のように羽ばたく瞬間をイ
メージすると同時に東京都の「と」の文字
を図案化しています。 
またマーク全体のフォルムはSPORTS（ス
ポーツ）の頭文字「S」をシンボリックに
表現したものです。 
イメージカラーは大空と大地です。 

大会メダル

 
  
デデザザイインンココンンセセププトト  
大きな手に支えられ、明るい太陽の
下で力強く巣立つ若鳥を 
愛情あふれる母の心で見守る 

製作者：小坂圭二 
（世田谷区在住／平成４年８月１１日逝去） 
新政策協会彫刻部会員 

略 歴： 
１９１８ 青森県野辺地に出生 
１９５０ 東京芸大卒業 
１９５２ 新作家賞受賞 
１９５３ 高村光太郎先生の助手 十和田湖畔に「乙女の像」制作 
１９５８ 十和田市、太素塚に「新渡戸伝翁」像制作 
１９６０～６２ フランス国立美術学校に留学 
１９６３ 竜飛岬に「吉田松陰先生詩碑」制作 
１９６９ 青森柳町「母子像」制作 
１９７３ 「断絶の中の調和」 バチカン現代美術館買上げ 
１９７５ 「小鍛冶」青森あすなろ国体出品 
１９８０ 第一回高村光太郎賞展「人間、１９８０」優秀賞 
１９８２ 第二回高村光太郎賞展「漁どる人」優秀賞 
１９８３ 十和田市「新渡戸稲造」像制作 
１９８９ 上北町小川原湖畔に「玉代姫と勝代姫」像制作 
１９９２ ８月１１日逝去 



個人競技
◎＝身体・知的・精神障害部門の種目
□＝身体・知的障害部門の種目
○＝身体障害部門の種目
●＝知的障害部門の種目

陸上（身体・知的・精神障害部門）
◎ 50m走 ◎ 100m 走 □ 200m 走 ● 400m 走 □ 800m 走 
◎ 1500m走 ○スラローム □走高跳 ◎走幅跳 ◎立幅跳 ○砲丸
投 ◎ジャベリックスロー ◎ソフトボール投 ○ビーンバッグ投 
● 25m走（車いす） ○ 30m走（電動車いす） ● 4× 100mリ
レーの計 17種目が実施されます。

◎視覚障害音源走（50m走）
　視力 0̃0.01 の視覚障害者
による50m競走では、フィニッ
シュライン後方で鳴らす音源を
頼りに走ります。※音源走が難
しい場合は、伴走者とともに走
ることが認められます。

○スラローム
　車いす使用者が参加する
種目です。全長30mのコー
スに置かれた 12 の旗門
を、白の旗門は前進、赤の
旗門は後進で通過します。

○ビーンバッグ投
重度の障害がある車いす
使用者を対象とした種目
です。大豆を入れた重さ
150g、12cm 四方の袋を
投げます。投げ方は自由で、
足に乗せてけり出すことも
認められています。

◎ジャベリックスロー
　ポリエチレン製の長さ約
70cm、重さ 300g のターボ
ジャブを投げてその距離を競
います。ルールはやり投に準
じますが、身体機能の面での
緩和措置がなされる場合があ
ります。

水泳（身体・知的障害部門）
　種目は□自由形 □平泳ぎ □背泳ぎ □バタフライ ●リレーの
5種目で、距離は種目に応じて、□ 25m □ 50m □ 100mな
どがあります。
　日本水泳連盟競技規則に準じて行われますが、障害の種別によっ
て水中スタートや浮助具の使用が認められます。また、視覚障害
によりターンやゴールが判断できない選手に対しては、主催者に許
可された者が、合図棒などで合図をしてもよいことになっています。

アーチェリー（身体障害部門）
　全日本アーチェリー連盟競技規則に準じて行われ、リカーブ部
門、コンパウンド部門があります。種目は50m・30mラウンドと
30mダブルラウンドの他、初級者の参加を促すため、リカーブ部
門は18mダブルラウンドと12mダブルラウンドも実施します。

卓球（身体・知的・精神障害部門）
　日本卓球ルールに準じて行われますが、車いす使用者のサービ
スは、サービスされたボールがエンドラインを正規に通過しなけ
ればならないことになっています。また、身体的理由などにより
通常のサービスができない場合は、ボールを自コートの上に落と
した後、サービスしてもよいことになっています。

サウンドテーブルテニス（身体障害部門）
　一般の卓球が困難な視覚障害
者はアイマスクを着用し、専用
の卓球台でボールを転がして得
点を競います。ボールには金属
球が入っており、転がると音が
出るようになっています。

フライングディスク（身体・知的・精神障害部門）
　5mまたは 7m離れたアキュ
ラシーゴール（直径 91.5cm
の円形）にディスクを 10回投
げ、その通過回数を競うアキュ
ラシーと、ディスクを 3回投
げて遠投距離を競うディスタン
スがあります。どちらも投げ方
は自由です。

ボウリング（知的障害部門）
　ヨーロピアン方式でハンディなしの 2ゲームトータルのスコ
アにより順位を決定します。

ボッチャ（身体障害部門）
　身体障害者が参加する競技です。自分のボールを横 6m縦
10mのコートの中にあるジャックボールといわれる白いボール
にできるだけ近づけるようにして得点を競う競技です。障害によ
り、ボールを投げることのできない選手は、「ランプ」というボー
ルを転がすことのできる
補助具を使って競技する
ことができます。
　また、コートに背を
向けた競技アシスタン
トが、選手の指示に従
い、ランプを動かしたり、
ボールをランプに置く手
伝いをします。

スポーツの集い（知的障害部門）
　一般の競技に参加する
ことが難しい知的障害
児・者が参加する競技会
です。種目は30m競走、
100m 競走、花文字作
り、大玉ころがし、つな
ひき、リレーなどがあり
ます。

団体競技
バスケットボール（知的障害部門）
　リングの高さ、コートの広さ、ボールなどは一般のバスケット
ボールと同じです。また、以下の個人種目もあります。
①フィールドゴール
　30秒間に入るシュート数を競います。
②リバウンド
　30秒間、ボードにボールをパスし、ジャンプ捕球して着地に
成功した回数を競います。

③ドリブル
　3mごとに置かれた障害物を 30秒間にドリブルで何個通り抜
けることができるかを競います。

車いすバスケットボール（身体障害部門）  

　リングの高さ、コートの広さ、ボールなどは一般のバスケット
ボールと同じです。選手は障害の程度に応じて持ち点があり、1
チーム（5名）が 14点以下で構成されます。ボールを持ったま
ま 2回まで車いすをこぐことができ、またダブルドリブルの反
則が適用されないことが特徴です。

ソフトボール（知的障害部門）
　フィールドの広さ、用具は一般のソフトボールと同じですが、
ピッチャープレートまでを 12.19mとして行います。

グランドソフトボール（身体障害部門）
　視覚障害者が参加する競技です。通常のソフトボールのルール
を基本にしています。投手は捕手の手ばたきを頼りにゴロで投球
し、打者はボールの転がる音を頼りに打ちます。走者は各塁に配
置されたコーチャーの手ばたきを頼りに走塁します。

バレーボール（身体・知的・精神障害部門）
　6人制で、身体（聴覚障害）・知的障害部門ではコートの広さ、
ボールなどは一般のバレーボールと同じですが、ネットの高さは
身体障害部門では男子 2.43m、女子 2.24m、知的障害部門では
男子 2.30m、女子 2.15mで行います。精神障害部門では、ネッ
トの高さは2.24mでボールはソフトバレーボールを使用します。
また男女混合でチームを編成し、女子が常時 1名以上出場して
いなければなりません。

サッカー（知的障害部門）
　フィールドの広さ、用具などは一般のサッカーと同じです。ま
た、以下の個人種目もあります。
①ドリブル・シュート
　5つのコーンが設置されたコースをドリブルで通り抜け、シュー
トゾーンでボールを止めるまでの速さを競います。また、シュー
トが入ったところの得点がボーナス点として加算されます。
②ゲーム
　個人種目参加者でチームを組み、試合を行います。

フットベースボール（知的障害部門）
　ソフトボールのルールを基本にしていますが、ピッチャーが転
がしたボールをキックして攻撃を行います。守備位置や打撃の順
番は野球やソフトボールと同じです。ただし、ピッチャーがピッ
チャーズサークル内でボールを保持している時にランナーは塁を
離れることができません。また、走塁中のランナーは元の塁に戻
らなければなりません。

本大会は、昭和 26年から行われてきた「東京都身体障害者スポーツ大会」と、昭和 59年から行われて
ーポス者害障都京東「、し合統に年21成平を」）クッピいあうゆ京東（会大ツーポス者害障的知都京東「たき

ツ大会」として開催しています。
平成18年度から、一部の個人競技種目に精神障害部門を設け、翌 19年度からは、全国大会に先駆けバ
レーボールを正式種目として実施するなど、「身体」「知的」「精神」の３つの部門で競技を行う、都内最大
規模の障害者スポーツ大会です。
この大会は全国障害者スポーツ大会の派遣選手選考会を兼ねています。今年は鹿児島県で第 20回全国
障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」（大会期間 10月 24日～ 26日）が開催されます。

身体障害部門の個人競技は、障害の種類や程度によって区分され、それぞれの障害区分ごとに競技が行
われます。知的障害部門の個人競技は、各年齢層に分かれて行います。
ルールは一般競技団体の規則を基にしていますが、各競技、障害によって工夫や変更がされています。

～大会＆競技のご紹介～



個人競技
◎＝身体・知的・精神障害部門の種目
□＝身体・知的障害部門の種目
○＝身体障害部門の種目
●＝知的障害部門の種目
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門、コンパウンド部門があります。種目は50m・30mラウンドと
30mダブルラウンドの他、初級者の参加を促すため、リカーブ部
門は18mダブルラウンドと12mダブルラウンドも実施します。

卓球（身体・知的・精神障害部門）
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出るようになっています。

フライングディスク（身体・知的・精神障害部門）
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ラシーと、ディスクを 3回投
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は自由です。

ボウリング（知的障害部門）
　ヨーロピアン方式でハンディなしの 2ゲームトータルのスコ
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